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• 磁場変動の開始が汎地球規模に同時である。

• 電場ポテンシャルが、中心が高緯度に位置する正負ペ
アの極性を持つ。

• 磁場変動の振幅が、極から中低緯度に下るほど減少し、
昼間側磁気赤道で異常増幅が顕れる。

極から赤道まで拡がるDP2型電離層電流
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極域

磁気赤道

Hall電流

太陽風動圧、

及び磁場

2～10分グローバルPC5地磁気脈動Motoba他2003

太陽風磁場数十分～1時間DP2地磁気変動Kikuchi他1996

太陽風動圧1～2分地磁気急始部（PRI）Araki 1977

原因周期現象著者

汎地球規模（極-赤道）に同時発達する現象例

極極ーー赤道で同時発達する地磁気変動赤道で同時発達する地磁気変動



DP2DP2電離層電流系の発達開始電離層電流系の発達開始
• 極から中低緯度、赤道ま
で同時に、DP2電流系が
発達し始める。
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IMAGE磁力計網のD成分

[Hashimoto and Kikuchi, 2005]



SuperDARNSuperDARNレーダー観測による極域プラズマ対流パターンレーダー観測による極域プラズマ対流パターン

[Hashimoto and Kikuchi, 2005]

4セル対流 2セル対流



ネットワークネットワーク観測を利用した観測を利用した
研究研究の目的の目的

• 極から赤道までの電磁エネルギー伝送を電
離圏固有の特性として捉え、磁気圏対流発
達過程における電離圏の役割を検証する。

中低緯度－赤道電場

対流電場
極域短波レーダー観測網

18 MLT

06 MLT

12 MLT

＋ ―
極
域

磁気赤道

電離圏観測領域の模式図

検証：電磁エネルギー伝送経路としての電離圏の役割

領域1沿磁力線電流のダイナモ
磁気圏各領域の衛星観測

予想される電磁エネル
ギーの伝送路



Iijima and Potemra (1976)

R1 FACs

R2 FACs

領域１及び領域２沿磁力線電流の電流密度領域１及び領域２沿磁力線電流の電流密度

Iijima and Potemra (1978)
０６－２０MLTではR1-FACの電流
密度が、R2-FACより大きい。

２０-２４MLT、００-０６MLTでは、
両電流の電流密度は同じくらい。



DP2DP2の赤道異常増幅との赤道異常増幅とNegative Negative BBayay

(Kikuchi et al., 2000)

DP2

Substorm

Pi2

17 MLT 15 MLT

相対的に、領域２沿磁力線電流の電場が卓越する場合、昼間側のサブオーロラ帯よ
り低緯度側（赤道まで）、西向きの電流が流れる。

DP2
Substorm

Pi2

17 MLT



領域領域11・領域２沿磁力線電流の電場ポテンシャル・領域２沿磁力線電流の電場ポテンシャル

領域1沿磁力線電流の電場に

よるグローバルDP2型電流系

中低緯度赤道で東向き

電場

対流電場（R1FAC）

磁力計・短波レーダー

12 MLT

18 MLT06 MLT

＋ ―

極域

磁気赤道

領域2沿磁力線電流の電場に

よる低緯度電場の過遮蔽

18 MLT
06 MLT

12 MLT

＋ ―

極域

磁気赤道

赤道カウンタージェット電流

中低緯度赤道で西向き電場

サブオーロラ帯太陽風磁場変動により変化

－ ＋



午後側対流セルの高速プラズマ流午後側対流セルの高速プラズマ流
• 午後側対流セルの狭い緯度幅に高速プ
ラズマ流が集中する現象が観測される
ことがある。

• R1-FACとR2FACの間で電場が強めら
れている領域と対応することを検証。

DP2

過遮蔽



午後側高速プラズマ流と過遮蔽午後側高速プラズマ流と過遮蔽

以下の３つの現象の関係を調

べ、R2-FACの電場ポテンシャ

ルの電離層電場分布への影響

を検証する。

午後側高速プラズマ流
サブオーロラ帯の遮蔽電場発
達
磁気赤道の西向き電場発達

DP2



北海道レーダーへの期待北海道レーダーへの期待

磁気嵐時の対流電場と遮蔽電場の発達過程
を北海道レーダーとグローバル磁力計ネット
ワークで検証

中低緯度の電離圏電場の変動は内部磁気
圏にどう影響するか。

R2-FACの電場は極冠域でも、R1-FACの電
場を打ち消す。磁気圏対流のサチュレーショ
ンの一因とならないか。


